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学則の変更の趣旨を記載した書類 

 

１．学則変更（収容定員変更）の内容 

名古屋大学医学部医学科の平成 20 年度以降の入学定員については、平成 21

年度に「緊急医師確保対策」に基づき平成 29 年度までの期限を付した３名の

臨時定員増を、また、同年度に「経済財政改革の基本方針 2008」に基づき５

名の恒久定員増を、また、平成 22 年度に経済財政改革の基本方針 2009 を踏ま

えた「地域の医師確保等の観点からの医学部入学定員の増加について」に基づ

き平成 31 年度までの期限を付した 4 名の臨時定員増をそれぞれ実施した。ま

た、平成 29 年度を期限とする 3名の入学定員について、平成 31 年度までの期

限を付した再度の入学定員増を実施した。 

令和 2年度において、「経済財政運営と改革の基本方針 2019」を踏まえた「地

域の医師確保等の観点からの令和 2年度医学部入学定員の増加について」に基

づき、令和 3年度までの期限を付した 7名の臨時定員増を実施した。 

令和4年度において、「経済財政運営と改革の基本方針2019」及び「令和4

年度の医学部臨時定員の暫定的な維持について（通知）」を踏まえた「地域の

医師確保等の観点からの令和4年度医学部入学定員の増加について」に基づき、

令和4年度までの期限を付した7名の臨時定員増を実施した。 

令和5年度において、「経済財政運営と改革の基本方針2019」及び「令和5

年度の医学部臨時定員の暫定的な取扱いについて」に基づき、令和5年度まで

の期限を付した7名の臨時定員増を実施した。 

令和6年度において、「経済財政運営と改革の基本方針2019」及び「令和6

年度の医学部臨時定員の暫定的な維持について」に基づき、令和6年度の入学

定員を再度の定員増を行わなかった場合の100名から107名に変更する。これに

あわせて、収容定員についても令和6年度までの期限を付した臨時の入学定員

増を踏まえ、再度の定員増を行わなかった場合の620名から627名に変更する。 

 

２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

  今日の日本の医療は、ますます高度化するとともに、社会からの需要は多

様化し量的にも増加している。必要な医療を適正に提供するためには、多様

な医師の確保が必要不可欠な状況である。 

このような医療を取り巻く状況に対応するため、名古屋大学医学部医学科

では、以下のような措置を行っている。 

１）地域の医師確保 

愛知県との連携による寄附講座である地域医療教育学寄附講座を設置し

て、地域医療を担う指導的・中心的人材の育成の使命を果たし、地域医療に

従事する明確な意思をもった学生の選抜を平成 21 年度から令和 4 年度

までは後期日程で特別枠を設け、令和 5 年度からは前期日程に移行し、

一般枠とは区別した特別枠として、学生を選抜し、受け入れている。 

医学部医学科の入学定員のうち、5名を地域医療を担う人材である地域枠と
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して募集しているところであり、この 5名は、特別枠として、本学の六年一

貫教育カリキュラム、充実した臨床研修・研究支援体制及び愛知県からの奨

学金貸与のサポートの元、医学部で学ぶことになる。卒業後は、愛知県の指

定する公的病院で専門医（勤務医）を目指し、一定の期間医療に従事する等

の義務を果たすことにより、奨学金の返還が免除されることになっており、

こうした制度を活用して、人材の地域定着を図るものである。 

入学者選抜方法は、平成 21 年度から令和 4年度までは、大学入学共通テス

トの成績と調査書及び志願理由書により第 1段階選抜合格者を決定し、第１

段階選抜合格者に対して、愛知県の医療行政を担当する県職員を含む面接試

験委員２グループによる口頭試問を実施し、地域医療に対する強い熱意と献

身の姿勢を持つ者を選抜していたが、令和 5 年度以降は、前期日程において、

名古屋大学個別学力検査を実施し、より幅広い教養と知識を持つ者を選抜し

た（別添資料参照）。  

 

２）研究医養成 

平成 20 年度入試から、推薦選抜に関し、「特に医学研究者への志向性を持ち、

例えば本学の MD・PhD コースへの進学を希望するような人材」を出願資格・要

件として求めていることを入学者選抜要項及び学生募集要項に明記して募集

を行っている。平成 22 年度入試からは、「研究医養成のための入学定員増」分

2名を加え、計 12 名を研究医枠として募集している。 

入学後は、推薦入学者専用の基礎セミナーの受講を義務づけ、研究医に必要

な素養を身につけさせている。また推薦入試で選抜した 12 名と、一般入試の

学部学生のうち希望者を対象に、学生研究会ベーシックコースとアドバンスト

コースを提供している。早期の大学院進学を希望する学部学生に対して MD PhD

プレプログラム（4-6 年次）を、大学院進学者に対して MD・PhD コースを提供

している。 

入学者選抜方法は、学校推薦型選抜により行い、第 1次選考は、提出された

志願理由書、推薦書及び調査書並びに大学入学共通テストの成績により約 20

名の第 1次選考合格者（面接選考の受験有資格者）を決定する。第 2次選考は,

第 1次選考合格者に対し、和文と英文の課題を設定し、プレゼンテーションと

口頭試問による面接を実施し合格者を決定する（別添資料参照）。 

 

３．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

１）地域の医師確保 

  地域医療への関心を高めるため、地域枠学生について、次のとおりカリキ

ュラムの充実を継続して取り組み、地域親和性の高い医学生の養成に努める。 

 （１）課外カリキュラムとして、全学年参加の「地域医療セミナー」を年 5

回実施する。 

 （２）夏季休暇期間に 1～4年生が学年混合班で「地域医療病院見学」を実施

する。 
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（３）3年生の「基礎医学セミナー」において、愛知県との連携による地域

医療教育学寄附講座に 6カ月間所属し、臨床研究に携わる。 

（４）4年生の選択講義で、ワークショップ「地域における多職種連携教育」

という科目を実施し、地域の医療機関において看護・薬学・リハ

ビリテーション科等の他専門職とどう協働していくべきかをワー

クショップ形式で学ぶ機会を提供する。 

（５）6年生では、7 週間にわたり愛知県内の地域医療病院で実習を行い、

実習期間中には指導教員が 2 回ずつ指導と状況把握のために訪問

する。 

また、地域への定着率をより高めるため、平成 30 年度入学者選抜から出願要

件として、入学志願者の出身高等学校等が愛知県であること、又は出願時に入

学志願者の保護者の現住所が愛知県内であることを新たに追加し、令和 5 年度

入学者選抜からは、出願者本人の出願時住所が愛知県内であることも要件に含

むこととした。 
 

２）研究医養成 

  研究医への関心を高めるため、研究医枠学生について、次のとおりカリキ

ュラム等の充実を継続して取り組み、質の高い研究医の養成に努める。 

 （１）１年生の「基礎セミナーＡ，Ｂ」に推薦入学者専用のクラスを用意し、

早い段階で医学研究への関心を高め、研究医としての素養が身につく

ようにしている。 

     また「医学入門」では、全員が各研究室において基礎医学体験実習を

行うこととなっている。 

（２）３年生の「基礎医学セミナー」において、全員が基礎系および社会医学

系の講座・部門に配属され指導を受ける。３月には全員が発表会（口頭

発表またはポスター発表）を行い、教員と学生からなる審査委員より評

価をうけ、優秀な成果を挙げた学生の選出が行われる。優秀学生は海外

の学会や研究室へ派遣され、さらなる発表の機会を得られる。 
 （３）正規科目以外の取組みとして学生研究会を設置し、２つのプログラム

を実施している。 

①ベーシックコース 

     研究室訪問や休暇中の研究体験などを企画し、医学研究の魅力を伝

えるとともに3年生後期の基礎医学セミナーに備えた研究室選択や

準備が出来るようにしている。研究医コース（推薦入学者）12名は

必修。その他の学生は任意。 

    ②アドバンスドコース 

学会発表や研究室訪問の費用サポートや全国学生リトリートを行い、

研究室所属学生のサポートを行っている。参加は任意。 

 （４）早期の大学院進学を希望する学部学生に対してMD・PhDプレプログラム
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（4-6年次）を用意し、実験と大学院講義の受講を行えるようにしてい

る。また、特に優秀で本人が希望する場合は、学部４年次終了後から

大学院に進学できる、学部挿入型のMD・PhDコースも用意している。 

 

４．２以上の校地において教育研究を行う場合の具体的計画 

 １～２年次は東山地区で全学教育科目を実施しており、教養教育院を中心に

全学的に必要な教員が配置されている。また、１年次から全学教育科目と並行

して、鶴舞地区で医学専門系科目を実施している。 

東山地区と鶴舞地区の間はバスで３０分程度であり、移動に支障がないよう、

１年次は全学教育科目を月・火・木曜日に、専門系科目を水・金曜日に分け、

２年次は全学教育科目を金曜日に、専門系科目を月～木曜日に分けて実施する

など、時間割について配慮している。 
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名古屋大学

一般選抜学生募集要項

〒464-8601 名古屋市千種区不老町D4-4（100） 名古屋大学本部内 入学試験事務室
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　志願者は，この「学生募集要項」をダウンロード・印刷し，一般選抜の内容，
各手続の方法や締切日（時間），注意事項等を十分に確認したうえで，必要な
手続や準備を行ってください。
　また，本要項は入学手続や成績開示の確認まで保管してください。

TEL.（052）789-5765　FAX.（052）789-2188　E-mail．nyuusi@adm.nagoya-u.ac.jp

＜試験当日の付き添い等について＞

　新型コロナウイルス感染症対策として，付き添い人の構内への入場
を原則禁止とします。（介助など必要な場合を除く）
　受験生の安全確保のため，ご理解をお願いいたします。

＜最新情報 確認のお願い＞

　新型コロナウイルス感染症の流行状況に応じて，やむを得ず，試験
日時や選抜方法等を変更する可能性があります。
　変更する場合は，下記の「受験生応援サイト」に随時公表しますので，
出願や受験の際は必ず最新の情報を確認してください。

＜受験者の体調管理について＞

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，受験者は試験７日程度
前から自主的な検温をお願いします。１月下旬ごろに，下記のサイト
で検温記録用の「経過観察シート」を公表しますので，ご使用ください。
　また，試験当日のマスク着用，試験室の換気の際に体温調整ができ
る上着などの持参についても，併せてお願いします。

▶名古屋大学 受験生応援サイト〔入試に関するお知らせ（NEWS）〕
　　　https://www.nagoya-u.ac.jp/admissions/news

名古屋大学入学試験事務室



6 ．医学部医学科の前期日程（地域枠）について
　　　国の施策に基づき，本学医学部医学科の前期日程試験において，愛知県内の地域医療を担う人材を育

成することを目的とした募集（地域枠）を行います。
　　　本選抜は，２２ページの出願要件を満たす者で，医学部卒業後に愛知県内の地域医療に従事しようとす

る強い意欲を持つ者とします。これには，愛知県出身または県内在住の高校既卒者等も志願することが
できます。

　　　本選抜で入学した者は，愛知県から月額１5万円程度の奨学金貸与を受けることが必須となります。ま
た，卒業後は，愛知県内の基幹型臨床研修病院のプログラムに基づく ２年間の研修と，愛知県が指定す
る（注 １）公的医療機関における 7年間の勤務とを合わせて 9年間の地域医療に従事することを義務と
しています。また，愛知県では義務年限等に関する取扱いを規定した（注 ２）「キャリア形成プログラム」
を策定しており，このプログラムに参加する必要があります。

　　　さらにカリキュラムについては，正規カリキュラムの一部科目の履修指定及び課外学習から構成され
る「地域医療に関するカリキュラム」の履修を義務付けています。正規カリキュラムにおいては， 3年
次の基礎医学セミナーや ４年次の選択講義等で，地域医療教育講座が担当する授業の選択が必須となり
ます。また，課外実習として，地域医療セミナー（年 6回程度開催）や愛知県主催の研修会への参加も
義務付けられています。

　　　なお，「地域医療に関するカリキュラム」は年度ごとに見直されるため，カリキュラム・課外学習等
の変更があり得ます。

　　　また，前期日程（地域枠）の志願者は，出願時に，（注 3）愛知県地域医療確保修学資金貸与条例に
定める第 8条「返還の債務の当然免除」要件と第１0条「返還」（修学資金の返還）要件等への「同意書」
の提出が必須です。

（注 １）��愛知県内の医師の確保が困難な地域に所在する公的医療機関及び社会医療法人が開設する県
内医療機関のうち，知事が指定する医療機関で，「地域の中核病院」などを想定しています。

（注 ２）「キャリア形成プログラム」については，
　　　　〔URL：https://www.pref.aichi.jp/soshiki/imu/kyariakeisei.html〕に掲載されています。
（注 3）「愛知県地域医療確保修学資金貸与条例」については，
　　　　〔URL：https://www.pref.aichi.jp/soshiki/imu/0000083900.html〕に掲載されています。

【卒業後の勤務パターン（一例）】

　下表により卒業後の勤務パターンの一例を示します。

大学 1年生　　　　　　　　大学 6年生

在学期間
6年間

県内で
臨床研修

（ 2年間）

知事の承認を受けて
専門医（後期）研修
（ 3～ 4年以内）

［うち 2年間を
義務年限に算入（※）］

県の指定する
公的医療機関に
勤務①

（ 2年間）

県の指定する
公的医療機関に
勤務②

（ 3年間）

県の指定する
公的医療機関に
勤務③

（ 2年間）

※知事が指定する専門医研修の場合は， ２年間を義務年限に算入できます。
　義務年限に算入されない専門医研修の場合は，公的医療機関での勤務が増えます。（③の勤務あり）

　�このほかに，専門研修の開始時期は，本人の希望により柔軟に対応できます。例えば，県内で ２年間研修し，
県の指定する公的医療機関に ２年間勤務した後に，専門研修を経て，県の指定する公的医療機関等に勤務する
ことも可能です。
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学校推薦型選抜学生募集要項
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　志願者は，この「学生募集要項」をダウンロード・印刷し，学校推薦型選抜
の内容，各手続の方法や締切日（時間），注意事項等を十分に確認したうえで，
必要な手続や準備を行ってください。
　また，本要項は入学手続まで保管してください。
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　新型コロナウイルス感染症対策として，付き添い人の構内への入場
を原則禁止とします。（介助など必要な場合を除く）
　受験生の安全確保のため，ご理解をお願いいたします。
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　新型コロナウイルス感染症の流行状況に応じて，やむを得ず，試験
日時や選抜方法等を変更する可能性があります。
　変更する場合は，下記の「受験生応援サイト」に随時公表しますので，
出願や受験の際は必ず最新の情報を確認してください。
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，受験者は試験７日程度
前から自主的な検温をお願いします。１月下旬ごろに，下記のサイト
で検温記録用の「経過観察シート」を公表しますので，ご使用ください。
　また，試験当日のマスク着用，試験室の換気の際に体温調整ができ
る上着などの持参についても，併せてお願いします。

▶名古屋大学 受験生応援サイト〔入試に関するお知らせ（NEWS）〕
　　　https://www.nagoya-u.ac.jp/admissions/news






